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平成18年10月４日
原子力安全対策課
( １ ８ ― ５ ０ )
＜16 ＞時00分記者発表

敦賀発電所２号機の定期検査状況について

（原子炉補機冷却水冷却器の点検・補修に伴う原子炉手動停止）

このことについて、日本原子力発電株式会社から下記のとおり連絡を受け

た。

記

敦賀発電所２号機（加圧水型軽水炉：定格電気出力116万ｋＷ）は、第１５

回定期検査の調整運転中であるが、平成18年８月29日頃から原子炉補機冷却

水系 サージタンク の水位に低下傾向を確認したため、９月12日より原子※１ ※２

炉補機冷却水系冷却器（以下「冷却器」という）４台について順次系統から

切り離して調査した結果、Ａ冷却器の冷却水が海水側に漏れていることが確

認された。

このため、10月３日よりＡ冷却器を隔離して伝熱管漏えいの有無を目視確

認したところ、伝熱管７本に漏えいが確認された。漏えい伝熱管７本につい

て施栓や取替えによる補修を行うこととしたが、作業には10日間以上を要す

ると判断されたことから、保安規定の要求 に従い、原子炉を手動停止する※３

こととした。今後、10月５日０時頃から出力降下を開始し、８時頃に発電停

止した後、11時頃に原子炉を停止する予定である。

停止後は漏えい伝熱管の補修の他に、Ａ冷却器伝熱管全数（既施栓済管お

よび調査のために抜き取る伝熱管は除く）の渦流探傷試験（ＥＣＴ）を実施

し、施栓基準に達する減肉が確認された伝熱管については補修を行う予定で

ある。

なお、この事象による周辺環境への放射能の影響はない。

※１：原子炉補機冷却水系
原子炉補機(ポンプの軸受、熱交換器等)の冷却のため、冷却水を供給する系統で、冷却水は
海水により冷やされる。冷却器には3,096本の伝熱管（黄銅製）が設置されており、伝熱管に
は海水が流れる構造となっている。冷却水に放射能は含まれていない。

※２：サージタンク
補機冷却水の温度変化による膨張・収縮を吸収、およびポンプの入口圧力を確保するための
タンク。

※３：保安規定での要求
保安規定では、原子炉を運転する上での制限事項として、原子炉補機冷却水系について２系
統（Ａ系統：Ａ，Ｂ冷却器、Ｂ系統：Ｃ，Ｄ冷却器）が動作可能であることが求められてい
る。１系統が動作不能（２台の冷却器のうち１台以上動作不能）の場合は10日以内に動作可
能な状態に復旧することが定められており、10日以内に復旧できない場合は原子炉停止操作
へと移行する。

（経済産業省によるＩＮＥＳの暫定評価尺度）
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問い合わせ先(担当：三木)
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当該冷却器 
（冷却水が海水側

に漏れている。） 
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海水入口 原子炉補機冷
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海水出入口側管板 

原子炉補機冷却水系冷却器 
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：施栓済伝熱管 

：伝熱管漏えい箇所 

原 子 炉 補 機 冷 却 水 系 概 略 系 統 図 

原子炉補機冷却水系 A 冷却器漏えい確認結果 
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設計熱交換容量： 
  8.7×106kcal/hr/個 
直径：約 2.2m 
長さ：約 10.7m 
伝熱管数：3,096 本 
 〃長さ：約 8.4m 
 〃材質：復水器用黄銅 
 〃外径：19mm 
 〃肉厚：1.2mm 

約 1.7m

約
1.4

m
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ポンプおよび冷却
器は通常 2 台が運
転状態、2 台が待機
状態 


